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                             令和 ４年 ８月１２日 

 

議 会 議 長  様 

 

                          議席番号     １５    番 

 

議員氏名  森 山 哲 夫   

 

質 問 事 項  質 問 要 旨 指定答弁者 

１．窪田・新町長

の公約を問う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．こども医療費

の無料化は、 

高校卒業まで

拡充を 

窪田町長は、先の町長選挙において、中核病院を東武動

物公園駅周辺に誘致することを公約したが、どのような病

院を、どこら辺に、いつまでに（誘致期限）、どうやって

誘致するつもりなのか、以下町長の所見を伺います。 

（１）窪田町長が誘致しようとしている「中核病院」とは、

医療法上どのような病院なのか。 

（２）「東武動物公園駅周辺に誘致（する）」といっている

が、誘致場所についてはどの程度のエリア（範囲）を

想定しているのか、宮代町なども含むのか。 

（３）窪田町長としては、いつ頃までに「誘致」を実現す

るつもりなのか。「誘致」達成までのスケジュールや

プロセス、手法等についてはどう考えているのか。 

（４）窪田町長は「誘致（する）」といっているが、地域

医療構想による制約（過剰病床圏域での増床抑制）等

はクリアできると考えているのか。 

 

 こども医療費支給事業は現在、中学校修了までの入・通

院医療費を対象としているが、これを高等学校修了（１８

歳年度末）まで拡充する考えはないか。 

町長 

健康支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

子育て支援課長 

 

                     ８月１２日 午前・午後 ９時３５分 受理 
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３．国保税の値上

げは中止を 

 

 

 

 

 

 

 

（１）窪田町長は、①国民皆保険制度の意義と、②国保は

低所得者が多く加入する医療保険でありながら、保険

料が高すぎるという構造的矛盾をどう捉えているの

か、町長の所見を簡潔に示されたい。 

（２）２０２１年度の国保会計（実質収支）は１億３千８

百万円の黒字である。「実質単年度収支は赤字である」

というが、これは、県の国保運営方針で「解消すべき」

としている「赤字」にはあたらない。にもかかわらず、

町は実質単年度収支の赤字の埋め合わせのために、国

保税の値上げを急ごうとしているが、それはどうして

なのか。そんなに急いで（来年度から）値上げを行う

必要はないのではないか。 

（３）町は、実質単年度収支（赤字）の穴埋めを、被保険

者の税負担だけで賄おうとしている。厚労省がまとめ

た２０２０年度の市町村国保の財政状況によると、決

算補填等目的の法定外一般会計繰入金総額のうち、

「保険料の負担緩和を図るため」の繰り入れは９４％

にも達している。町には一般会計からの繰り入れな

ど、公費を投入する考えはまったくないのか。 

町長 

町民課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


